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創政クラブ  東  秀 哉  議 員 

 

 

１ 公会計制度改革について 

 

① 現行の現金主義・単式簿記による公会計制度の問題点を行財政運営上どの

ように認識しているか 

 

② 総務省が求める財務書類４表の作成・開示の意義をどのように認識してい

るか 

 

③ 公会計制度改革の現状と方向性をどのように認識しているか 

 

④ 行財政運営にどのように活用されるのか 

 

⑤ 事務事業評価システムの構築と連動し、同時並行的に進める必要があるが、

どうか 

 

⑥ 平成１１年９月定例会一般質問以来再三にわたって調査研究チームを編成

の上、調査すべきと主張してきたが、その研究成果はどうか 

 

⑦ 行政が主体的に成し遂げてこそ行財政運営上有用で発展的活用法をあみ出

せると思うが、どうか 

 

⑧ 早々に公会計制度改革のプロジェクトチームを編成する必要があるが、ど

うか 

 

 

２ 地域内分権について 

 

① 分権の本質についてどのような見解か 

 

② 共生・協働社会の構築に地域内分権の考え方が不可欠と思うが、どうか 

 

③ 行財政改革の推進には行政のみではなく地域内分権の考え方に基づく住民

力の強化が不可欠と思うが、どうか 

 

④ 地域内分権推進の体制及び手法をどう考えるか 
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３ 公共下水道事業について 

 

① 公正公平な市政運営上、公共下水道事業会計への一般会計からの繰り出し

金は妥当なものとして市民の理解が得られているか 

 

② 公営住宅建てかえ計画と公共下水道布設計画との整合性はとれているか 

 

③ 雨水が公共下水道に混入するおそれはないか 

 

④ 公共下水道事業だけでなく、市全体の生活雑排水対策等を検討する会を立

ち上げるとのことだが、どのような内容か 

 

 

４ 地域ブランド創出プロジェクトについて 

 

① 「鹿屋ならでは」の付加価値をどのようにイメージするか 

 

② 地元農水産物活用のために食品関連企業の誘致・集積促進が課題であるが、

そのためにマッチング戦略をどのように考えるか 

 

③ バイオマスタウン構想は「地域ブランド創出プロジェクト」にどのように

位置づけるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


